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☆★活動報告★☆  

10 月 7日～9日 福井市環境フェア 

          12日 ROBA10月例会・理事会 

11 月  9 日    ROBA11月例会・理事会    

 

☆★今後の予定★☆ 

11月 27日（月）  すまいるバス検討会議 

12月 8日（金）～9日（土） 

 全国バスマップサミット（甲府市） 

12月 14日（木） ROBA12月例会・理事会 

1 月 12日（金）～13日（土） 

 LRT 都市サミット（松山市） 

  13日（土）～14日（日） 

       全国路面電車サミット（松山市） 

 

  

   善光の一言 ⑤                 世界一のクリスマスツリー 

 

クリスマス研究家会員？の善光です。またクリスマスの季節がやって来ますが、みなさん、家でク

リスマスツリーを飾られる方はおられますか？ 今年の 12 月、神戸では、“世界一のクリスマスツリ

ー”が出現します！ それ「生木」です。この木は、富山県氷見市に生育していたもので、プラントハ

ンターの西畠さんが探し当て、今回の企画に。このプロジェクト、輸送費などの事業費は３億円。何

と自腹だそうな。みなさんも開港 150 年を迎える神戸港に、推定樹齢 150年の巨大クリスマスツリー

を見に行かれてはいかがでしょうか。 

 

 
 

●市役所前・福井鉄道／撮影 林照／20171105 

もうすぐ 供用開始！ 

市役所前電停が 

より便利に！ 
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福井公共交通アイデアソン報告 

 

 10 月 14 日（土）に、福井駅前通りの「ふく＋（ふくたす）」で、福井公共交通アイデアソンが開催されまし

た。福井県、ふくい産業支援センター、チームふくいデータチャレンジの主催、ＵＤＣ２０１７実行委員会の共

催で、誰でも閲覧することができるオープンデータを活用しながら、公共交通を活かしたまちづくりや利用促進

のアイデアを出し合い、それを実現につなげることを目的としています。実際にアプリをつくるプログラマーや、

オープンデータの整備に携わる方、行政や交通事業者の情報公開・広報担当、それにまちづくり関係の方や公共

交通に関心を持った方など、40 名ほどが集まりました。ROBA からも内田会長、清水事務局長、林博会員、門

会員と筆者の５名が参加しました。公共交通利用促進のアイデアテーマが５つ（Ａ班：若者（２０～４０代）の

利用率向上，Ｂ班：主要施設（観光地含む）への公共交通での移動，Ｃ班：高齢者・バリアフリー，Ｄ班：公共

交通機関の乗り方、⑤Ｅ班：マイ時刻表）に分けられていましたので、ＲＯＢＡからの参加者５名がそれぞれの

テーマにわかれて参加しました。私は「②主要施設（観光地含む）への公共交通での移動」をテーマにしたＢ班

に参加しましたので、報告します。なお、内田会長がＡ班、門会員がＣ班、清水事務局長がＤ班、林博会員がＥ

班になりました。 

最初に東京大学空間情報科学研究センターの西沢先生

が「公共交通データの利活用方法」を紹介いただきまし

た［写真１］。西沢先生は国土交通省の職員で、現職に出

向されていますが、国土地理院時代には国土数値情報に

バス停データを追加する整備担当で、その頃には筆者や

林博会員もデータ整備のお手伝いをした頃からのおつき

あいがあります。また、のりのりマップをもとに福井の

マイ時刻表作成のためのプログラムを作成いただきまし

た。その後、バス停データは更新されておらず、現状と

異なる部分もありますが、オープンデータ化によって誰

でも閲覧、更新ができるようになり、活用方法も広がっ

ていくと期待されるとのことです。福井県では鯖江市が早くから整備をはじめ、県が普及活動を行い、現在は全

市町村で整備が進められているそうです。 

次に各班に分かれてアイデア出しを行い、中間発表、他班との意見交換後、最終発表となりました。10 時に

開始され、閉会は 18 時と長丁場でしたが、議論後にとりまとめ作業をしていると、発表時間ぎりぎりまでかか

るほど熱論がかわされていました。Ｂ班では主要施設に公共交通で行ってもらうために、福井の鉄道網はそれな

りに整備されてきて一定の情報は提供されているが、駅までのアクセスを担うバスや自転車等の環境整備と情報

提供が欠かせないという論点で一致しました。そこで、バス停を知らないと検索できないしくみではなく、行き

たい公共施設や観光地を選択すると、現在地はスマホの位置情報でわかるので、目的地までの行き方が検索でき

るアプリによって、公共交通の存在を知ってもらうことが重要と考えました。到着時間や出発時間、バスや自転

車などの使いたい交通手段、予算などを入力すると、目的地までの地図、乗り換えを含む行き方、発車および到

着時刻、料金などが検索できるようにします。現在ある検索サイトはバスの情報が検索できない、そもそも最寄

駅や最寄バス停を知らないと検索できないなどの課題があるので、公共交通や公共施設のオープンデータを活用

して、便利な検索アプリが作れるのではないかという提案です。 

もうひとつの論点は検索できても、そもそも鉄道やバスが不便だと利用されないのではないかという課題です。

駅まで距離がある場合、自宅から車や自転車で駅まで来て、駐車場に停めて列車に乗り換えるパーク＆ライドと

いう方法があります。しかし、自宅からバス停まで遠い場合、バス停まで車や自転車で行ってバスに乗り換える

ということはあまりしません。それは、バス停に駐車場が整備されておらず、バスを待つのにベンチや屋根もな

写真１：西沢先生の講演 



く、いつバスが来るかもわからず、待合環境が整っ

ていないからです。福井にはエルパのように、駐車

場も整備され、バス停にベンチや屋根があり、待っ

ている間や帰りなどに買物ができるという良い事例

があります。バスを使ってもらうには、乗り換える

ためのバスの拠点が必要と考えました。福井駅から

概ね 30分に 1本の幹線を通し、エルパの他、すかっ

とランド、済生会病院、赤十字病院、ベル、プラン

ト３にバスの乗換拠点を設け、環状の拠点間バスで

結びます。拠点からは支線のバスが接続し、レンタ

サイクルやカーシェアリングを整備し、高齢者向け

には電動カートも貸し出して、公共施設や観光施設

への交通手段とします。目的地が駅から遠い場合も

公共交通を使ってもらえないので、指定の施設やス

ポットで貸し借りすることもできるようにします。

幹線を結ぶ鉄道と高頻度高品質のバス、拠点で支線

のバスやカーシェアリングやレンタサイクル、レン

タルカート、接続タクシーに乗り換えて目的までス

ムーズに行くことができる。もちろん、料金は乗り

換えのたびに支払うのではなく、一定のゾーン内な

ら乗り換えても同じ料金体系とする。これらを含め

た公共交通ネットワークの利便性を高めて、目的地

まで迷わず行けるように情報提供することで、利用

促進につながるのではないかというのがＢ班の提案

でした［写真２］。 

その後の意見交換で観光地までの交通手段が不便、Ｂ

班の目的地検索とＤ班の乗り方案内アプリ、Ｅ班のマイ

時刻表が連動すれば便利、拠点は道の駅が使えないか病

院を拠点にしても大丈夫なのかといった意見が出ました。

観光地について、東尋坊、永平寺、恐竜博物館は駅から

連絡バスがありますが、朝倉氏遺跡は越美北線の本数が

少ないうえに、一乗谷駅からのバスもありません。福井

駅からの直行バスも良いですが、観光地間を移動するの

に全て福井駅に戻らないと行けないというのは魅力が半

減します。公共交通で結び、回遊性を高めたいところで

す。乗り方案内アプリやマイ時刻表との連動は、検索結果が表示されれば、その経路の乗り方が閲覧でき、マイ

時刻表を作成できるようにすれば便利です。バスの拠点として道の駅を活用したいところですが、福井で幹線バ

スの近くには道の駅がないようで、今後設置する際は計画的に拠点となるよう考慮して設置したいところです。

病院を拠点にするのは生活する者にとっては便利だと思うのですが、にぎわいの拠点としてはそぐわない面もあ

ります。ただ、済生会病院も日赤病院も病院内に喫茶店が併設されており、普通の病院内でバスを待つのとは違

い、待つ時間も苦になりません。拠点化の際に駐車場を増設すれば病院や喫茶店側にもメリットがあり、幹線バ

スと支線バスが整備されれば、送迎バスの削減にもつながります。最終発表ではいただいた意見も集約する形で

写真２：Ｂ班の発表資料 
 福井駅を中心に幹線バス４路線が延び、福武線を含
めた５拠点間の連絡バス、それらの周囲の施設にレン
タサイクル等のスポットを設ける 

写真３：Ａ班発表 若者向けの利用促進を提案 



Ｂ班の提案となりました。 

 その他の班ですが、Ａ班は若者に使ってもらうために

は、まず知ってもらうことが重要で、公共交通に乗って

もらえるようなイベントを開催し、若者が安く乗れる切

符として学生４年間パスなどを発売。スマホで乗車でき

る機能をつけるなど若者が使いやすくなるアイデアの提

案でした［写真３］。Ｃ班は高齢者の具体的な行動に着目

して、その日に移動する範囲の地図や時刻表、優待カー

ドなどがそろったものが必要との提案でした。持ち運び

しやすい保険証サイズが良いが、字は大きくないといけ

ないという制約があるので、ＩＴに慣れた人にはスマホ

にダウンロードもでき、家族やサービスセンターで紙媒

体に印刷できるようにもしたいそうです。Ｄ班は公共交

通の乗り方を紙媒体や動画、ＶＲ（仮想現実）で案内で

きるアプリの提案でした［写真５］。特にバスは乗り方

が複雑なため、乗り方として主に「前乗り先払い後ろ降

り」か「後ろ乗り後払い前降り」かの２種類、運賃体系

として主に「均一運賃」か「距離制・整理券方式」かの

２種類によって、計４パターンぐらいを全国共通で作成

しておいて、統一のロゴのもとに公開したいそうです。

Ｅ班はＲＯＢＡでもカーフリーデーの際にモビリティ

センターを設けて個人の目的別に時刻表を作成して持

ち運べるようにした「マイ時刻表」について検討し、こ

ちらも紙媒体とＷＥＢで基本の時刻表を公開し、オープ

ンデータ化によって誰でもデザインや表示の仕方をカ

スタマイズできるようにするという提案でした［写真

６］。詳しくはこのアイデアが福井データチャレンジで

公開されますし、参加したＲＯＢＡ会員に聞いてみてく

ださい。今回内田さんは用事があって発表前に帰られた

のですが、Ｃ班、Ｄ班、Ｅ班の発表担当者をＲＯＢＡ会

員が務めました。どうしても意見を多く言う人、よく知

っている人が発表することになるので、他の人から発表

してくださいと言われることになるのだと思います。Ｂ

班も私に発表してほしいと言われましたが、普段あまり

発表されていない方が発表したほうがためになり、良い

機会なので一般市民に説明する練習になるからというこ

とで福井市役所の方に発表してもらいました。講演会ではないので、できるだけ一般参加の人が発表するように、

少なくとも２回発表機会があったので１回は別の人にゆずるなど、意見交換の場でもあまり強く主張せず回りの

意見を引き出すような、どちらかというとフォローに回るコーディネーター役に徹したほうが、公共交通に少し

でも興味のある方がレベルアップするようになると思います。 

 最終発表後には懇親会も開かれ、今後はこのアイデアを募集時に応募してもらいたいと主催者から依頼があり、

それをもとにしてアプリの実現につながるよう期待しつつ閉会となりました。［松原 光也］ 

写真４：Ｃ班発表 高齢者公共交通利用支援を提案 

写真５：Ｄ班発表 乗り方案内を提案 

写真６：Ｅ班発表 マイ時刻表の活用策を提案 



 

 

市民のための道路学  

上岡直見著 緑風出版 ２４００円＋税 

 私は上岡直見さんのファンであるから、書評を書くのに不適なのかもしれない。道路中心の土木

政策を変えるたいと思いながら、人を説得する武器を持ち得ない人に、格好の武器を与え続けてき

た上岡さんが、またやってくれました。 

 交通問題に対しては、仮定の置きかたによって、鉄道有利自動車有利いろいろな数字が作れてし

まうことを自ら解きながら鉄道有利の数字を作って例示してくれる親切さ、大胆さ。 

 武器を作っていながら、敵の立場の人に対しても同情を忘れないやさしさ。今回は本の内容には

あまり触れませんでしたが、ＲＯＢＡの会員の皆様には絶対おすすめです。 

 私の本の引用もあります。道路の資金制度のことは他にも書いている人がたくさんいるので、本

当は無料駐車場のことを引用してほしかったのだけれども。 

ゆうじんの部屋 書籍紹介 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

★ 友ちゃんの七尾特派員報告  第２５号★ 

 石川県七尾市へお引越し！ 

 

特派員報告も２５号となりました。 

私は、またまたお引越しです。石川県金沢市から石川県珠洲市へ引っ越し、今

度は石川県七尾市へお引越しです。今回から七尾特派員報告となります！ 

 

最初の今回は、石川県七尾市についてご紹介します。 

七尾市は石川県能登半島の真ん中あたりに位置しています。人口は約５万５千

人、面積は約３２０k ㎡です。七尾湾には能登島が浮かび、観光地である和倉

温泉をかかえています。 

 

食いしん坊の私が気になる物といえば、美味しい物！！ 

七尾市はお寿司が美味しい！！「寿司王国」として PR されています。 

参考：寿司王国 能登 七尾 HP（http://www.su-si.net/notomae/） 

 

七尾のお寿司は、良質な漁場である七尾湾で採れる新鮮で旬な魚介類を使って

います。とにかくお魚が美味しい！ 

お寿司と言えば、特別な時に食べる高級な食べ物というイメージがあります。 

でも、値段はお店によって様々です。特別な時に食べる様なお寿司もあれば、

日常的に食べるお手頃なお寿司もあります。 

 

美味しいお寿司を食べて、和倉温泉でゆったり温泉につかる、なんていう心も

体も癒される七尾旅がおすすめです。 

 

編集後記 ・・・編集委員より一言 

内田（発行責任者） 

「私自身、最近全国路面電車サミットや全国バスマップサミ

ットに行けてないので残念な思いをしています。来年 1 月に

LRT都市サミットと路面電車サミットの連続開催がありま

す。なんとか参加できないか思案中です。」 

林(変集長) 

「１２月２日（土）田原町で「震災復興とﾌォｰｸソングを

考える」（15：00～16：00）みんな来てね！ 

 

作／漆嵜 耕次 

 

mailto:roba@mbh.nifty.com
http://www.su-si.net/notomae/

	news190-1
	news190-2,4
	news190-5

